
▼オンライン川下りができたら楽しそう

オンライン○○はいかが
ですか
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　大都市圏から地方へ人の流れを作り、将来の定住を目
指しながら、地方の活性化への貢献を目指すプログラム

「地域おこし協力隊」。市で活動する 8 人の隊員たちの
活動を紹介します。
【問】市観光課（☎77・8563）

　コロナの影響で、私たちが経験したことのない
事態が広がり、生活様式は大きく様変わりしよう
としています。今回のような不便な環境下で発明
は生まれるもので、話題のオンライン飲み会は、

「リアルな飲み会よりも気楽で楽しい！」と広まり、
さまざまなオンライン〇〇が誕生しています。
　私も考えてみました。世界中のお客さんが同時
にネット上のどんこ舟に乗船して柳川観光を楽し
む「オンライン川下り」や、ぶどう園のスタッフ
をオンラインで操作する「オンラインぶどう狩り」
など。摘んだブドウは宅配便で届いたら楽しいと
思います。
　現代の先端技術は、低コストで気軽に挑戦でき、
新たな客層への PR 効果も期待できると思います。
私が力を入れている海

の り

苔の分野も、海苔の種の培
養から動画を撮影しながら付加価値を提供できる
サービスを模索しています。ピンチの中でも新た
に生まれるチャンスに挑戦していきたいと思いな
がら活動しています。

　「自考自足」をテーマに、子どもたちが自由な発
想でオリジナルメニューを作るワッセつばめレス
トランを 4 月 4 日に、交流館なかしまワッセで開
きました。子どもたちは、レストランを開くまで
の過程を初体験し、お互いに大きな学びの場とな
りました。
　みやま市のルフランカフェの店の 1 つ「a

ア ル ニ コ

lnico」
では、お客さんに喜んでもらえるような味や盛り
付け、衛生面に気を付けること、大牟田市のカフェ
店「R

ル ー ス

ooth」では、ドーナツ作りや接客など、レス
トランを開くうえで大切なことを学びました。ま
た、有明海漁連の協力で、海

の り

苔すき体験や味比べ
などで食材のアドバイスをいただき、メニューへ
のアイディアに生かすことができました。
　実際にレストランまで食べに来てくれたお客さ
んの笑顔を見て、子どもたちも喜んでいました。
皆さんのご協力で、無事イベントを終えることが
できました。1 日も早くコロナが収束し、次期つば
めイベントが組めるようになることを願います。

ワッセつばめレストラン
開店

ひとを結ぶ。
まちを結ぶ。
地域おこし協力隊

吉川 雅俊（34歳）

【プロフィル】市観光課に所属。柳川観光の
未来を担うマルチプレーヤーを担当

福永 純一（49歳）

【プロフィル】市観光課に所属。「福岡有明
のり」PR および新たな商品開発を担当
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